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　1　．HUSCAPとは

　「北海道大学学術成果コレクション（HUSCAP）」

は，北海道大学所属研究者（大学院生を含む）

の研究論文，学会発表資料，教材等を図書館資

料として電子的に保管し，後世へ継承するとと

もに，インターネットを通じて全世界の研究者

に提供する電子コレクションです。

　2．収録文献

　平成18年 4 月の正式公開から 1 年半を迎え，

収録文献は平成18年11月15日に 1 万件，平成19

年10月15日には 2 万件に到達しました。

　これらの文献を提供くださった先生方から次

のようなメッセージを頂いています。

・「私の専門分野（心理生理学）とは異なる領

　域の方々に読んでいただき，率直な感想を聞

　いてみたいです」（澤木梨沙さん（教育学研

　究科博士後期課程（当時。以下同じ））。 1 万

　件目の文献）

・「同じ専門領域の方々は，データベースやジャ
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　ーナル経由で読まれることと思います。キー

　ワード検索等でたどり着いた他分野の方々の

　感想や，できれば，こういう役に立ったとい

　うフィードバックがあれば， 1 万件目という

　偶然による喜びに加え，掲載していただいた

　ことの意義が，よりいっそう感じられると思

　います」（共著の片山順一助教授（教育学研

　究科））

・「光物性の研究者や，応用開発に携わってい

　るフォトニクス研究者が読んでくれれば嬉し

　いです。それにしても，多くのHUSCAP論文の

　中で， 2 万件目に登録されたという偶然に驚

　いています」（田中啓司教授（工学研究科）。 

　 2 万件目の文献）

　3．利用状況

　また，平成19年 7 月12日，HUSCAPの閲覧数

（文献ダウンロード数）は，通算100万回に達し

ました。よく利用される文献のリストを次ペー

ジに示します。著者の先生方からは次のような

メッセージを頂きました。

・「講義ノートの作成とHUSCAPへの投稿は，そ

　のダウンロード数をみるにつけ，とかく我々

　が「面倒だなあ」と考えがちな講義準備にあ

　る種の潤いを与え，講義をより良いものにし

　て行こうという気を起こさせてくれるものと

　して大変意義深いものであると私は思います」

　（「2005年度 グラフ理論講義ノート」井上

　純一准教授（情報科学研究科））

・「HUSCAPにおける高頻度閲覧文献を見て――。

　HUSCAPでよく閲覧されている文献の一覧表が

　発表された。特に目につくのは，そこに多様

　なマテリアルが混在していることである。

　これはHUSCAPの多様性と展開可能性を示すも
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　のとして貴重であり，今後とも研究・教育の

　殿堂たる本学のインフラ，そして，情報発信

　基地として，この方向を堅持していただきた

　い。ところで，大学の責務が研究と教育であ

　る以上，HUSCAPの中心が研究論文と教育資料

　になるのは当然のことである。そして，閲覧

　頻度が当該資料の価値（とりわけ研究論文の

　場合，その学問的価値）を測るものではない

　ことは明らかであり，この一覧表は「価値」

　の問題でなく，「ニーズ」の問題を測る目安

　に過ぎないし，逆にそのような意味ならある

　のではないかと思う。たとえば教育用の教材

　にはアクセス数が多いようだが，これは集団

　としての学生が閲覧している以上，当然とも

　言えるし，同時にHUSCAPがそのようなインフ

　ラとして機能しはじめていることを示してい

　る。」（「平成18年度民法入門」池田清治教

　授（法学研究科））

　よく読まれる文献は授業資料や近刊の論文に

限りません。100万回目に閲覧された文献は，

昭和63年に書かれた李起泳「ドロノキ材の結晶

とその成長」（北海道大學農學部演習林研究報

告，45巻 3 号，pp.717-788）でした。ほかにも，

歴史的な文献としては明治35年の宮部金吾「ON 

THE LAMINARIACEAE OF HOKKAIDO」（札幌農学校

紀要，初号，pp. 1 -50）などもHUSCAPに収載さ

れており，内外から100回を超えるダウンロー

ドがあります。ダウンロード数は毎月著者の先

生方へ電子メールでお伝えしています。

　収録文献数及びダウンロード数の推移を本記

事末尾に示します。

　4．学術文献流通の現在

　学問は，時代と地域を超えた人類の共有資産

です。

　電子ジャーナルの隆盛などにも見られる通り，

学術情報の流通は電子形態が主流を占めつつあ

ります。電子情報は即時性，広域性の点で従来

の紙媒体の印刷・配送にくらべて遥かに優れて

＜高頻度ダウンロード文献リスト＞

研究論文，講演資料等（右はダウンロード回数）

教育資料類（右はダウンロード回数）
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いますが，その反面，常に散逸の危険をはらん

でいます。現在世界の多くの大学・研究機関が，

所属研究者の著した文献を，図書館蔵書の重要

な一角として，電子コレクション化していく活

動を進めています。

　90年代から学術雑誌の価格は高騰を続けてい

ます。本学では共通経費化等の措置により，一

定量のジャーナル・タイトルの購読を維持でき

ていますが，世界の他の大学・研究機関では研

究に必要な文献の入手が困難な状態になってい

ることも少なくありません。こうした経済的な

障壁を取り除き，あらゆる学術文献の本文を誰

もが無料でオンライン閲覧できる環境を創り出

そうという活動（オープンアクセス運動）が盛

んになっています。無料の電子ジャーナルを創

刊したり，各研究者が雑誌へ投稿するのと同時

に所属機関のWebサイトで同じ論文を公開して

いこうという動きです。

　HUSCAPは，この後者（機関からの論文公開）

の基幹システムとなることも目指しています。

ある調査では，例えば物理学分野では，公開さ

れた論文は，そうでない論文に比べてより多く

の研究者の目に触れるので，より多く引用され

るという統計結果が報告されています。HUSCAP

は，収録文献の公開により，みなさまの論文の

可視性（visibility）を高め，潜在的な読者層を

開拓します。

　5．説明会の開催

　附属図書館では，より多くの著作文献のご提

供を頂くべく，HUSCAPの説明会を， 6 月18日

（月）の農学院・農学研究院を皮切りに学内の

多くの研究院等で開催しています。今年度は，

次ページの一覧の通り，現在までに20ヶ所で開

催し，合計439名の研究者の方々に参加を頂き

ました。農学院・農学研究院や歯学研究科では

寸劇を交えた説明会も試み，いずれも好評を得

ています。

　各説明会では，予定時間を超える活発な質疑

応答が交わされ，私たちにとってもたいへん有

意義な機会となりました。主な質疑の内容を以

下に示します。

　今後もさらに多くの研究院等を対象にして，

同様の説明会を開催していきたいと考えており

ますので，多くの研究者のみなさまの参加をお

願いします。また，開催のご希望がありました

ら，附属図書館情報システム課（内線2564）ま

で御連絡ください。

　6．おわりに

　附属図書館では，今後とも本学所属研究者の

研究成果・教育資料の公開に，より一層つとめ

てまいりたいと考えています。ご著作をより多

くの人々へ届けるため，論文等の研究成果の

HUSCAPへの寄贈をお願いします。

農学院・農学研究院での説明会

説明会参加者の協力で寸劇を実施

楡　　蔭（北大図書館報）
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＜HUSCAP説明会開催一覧＞

 6 月18日（月）

　農学院・農学研究院（HUSCAP説明会）

 7 月 4 日（水）

　医学研究科（Ovid講習会）

 7 月 5 日（木）

　低温科学研究所（運営委員会）

 7 月11日（水）

　触媒化学研究センター（部門教授会）

 7 月12日（木）

　情報科学研究科（コンピュータサイエンス専

　攻会議）

 7 月13日（金）

　スラブ研究センター（全体会議）

 7 月20日（金）

　歯学研究科（HUSCAP説明会）

 7 月23日（火）

　医学部保健学科（図書委員会）

 7 月24日（火）

　獣医学研究科（教授会）

 7 月27日（金）

　工学研究科（臨時代議員会議）

　水産科学院・水産科学研究院（教授会）

 8 月31日（金）

　教育学研究院（教授会）

 9 月14日（金）

　文学研究科（教授会）

10月 1 日（月）

　北方生物圏フィールド科学センター（教授会）

10月 4 日（木）

　環境科学院・地球環境科学研究院（教授会）

10月11日（木）

　法学研究科（教授会）

10月23日（火）

　電子科学研究所（教授懇談会）

10月26日（金）

　薬学研究院（教授会）

11月 7 日（水）

　工学研究科（材料科学専攻会議）

11月 8 日（木）

　経済学研究科（教授会）

＜説明会質疑応答（抄）＞

Ｑ．HUSCAPに原稿を掲載できるのは北大の構成

　　員のみですか？

Ａ．いいえ。現在北大に在籍されていない方で

　　も，北大在籍中に書かれた論文を掲載でき

　　ます。

Ｑ．最終的に出版された形の原稿をHUSCAPに載

　　せられますか？

Ａ．出版後の原稿は，出版社の版権の都合上，

　　HUSCAPのような電子コレクションへの掲載

　　がほとんど認められておりません。そのた

　　め附属図書館では，著者最終稿をお預かり

　　しております。

Ｑ．最終稿はそのままだと見づらいので，私が

　　レイアウト編集した電子ファイルをHUSCAP

　　へ載せたいのですが？ 

Ａ．歓迎いたします。なお，附属図書館におま

　　かせ頂く場合は，本文と図表を単純に連結

　　してPDF化いたします。

Ｑ．講義録や会議録，学会資料，講演会資料な

　　どをHUSCAPに載せることはできますか？

Ａ．いずれも掲載可能です。学会発表資料につ

　　いては，予稿でも発表スライドでも結構で

　　す。他の出版物から転載した図や写真など

　　が混じっている場合は，あらかじめ原作者

　　の了解を得て下さい。

Ｑ．動画を掲載できますか？

Ａ．はい，可能です。容量が大きくてメールで

　　の送付ができないような場合は，対応させ

　　ていただきますのでご相談下さい。
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